
福岡県保健環境研究所

4,4'ロオキシビスベンゼンアミン

4,4'‐ (OxybisbenzenaHline

(別名 :494'‐ ジアミノジフェニルエーテル )

3,4'ロオキシビスベンゼンアミン

3,49‐OxybisbenzenaHline

(別名 :3,4'‐ジア ミノジフェニアレエ
エテル )

2,2'Hオキシビスベンゼンアミン

2,2'‐Oxybisbenzenamine

(別名 :2,2'― ジアミノジフェニルエーテル )

【封象物質の構造】

H2N

4,4'‐オキシビスベンゼンアミン

CAS番号 :101‐ 80‐4

3,4'ぃオキシビスベンゼンアミン

CAS濯評許 :2657‐ 87-6

2,2'‐オキシビスベンゼンアミン

CAS饗評許 :24878‐25-9

【物理化学的性状】
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物質名 分子量 融点(℃ )
水溶解度

(mg/L)
log Pow

4,4.‐オキシヒ
゛
スヘヾンセ
ヾ
ンアミン

1) 200.24 1902) 5603) 1,36(実測値)5)

200,24 67‐ 712) 3404) 2.22(計算値)5)

2,2'‐オキンと
゛
スベンセ

Sン
アミン
1)
200,24 61‐ 642) 1404) 2.22(計算値)5)

1)分子式 ;C12H12N20



2)Sigma‐Aldttch Mate� al Safety Data Sheet

3)製品評価技術基盤機構dITE)の化学物質総合検索システムによる

4)直接投入法による水溶解度試験実測値

5)PhysiCal Propemes Database(PIvSPrOp),Syracuse Research Corporation(SRC),        ‐

USA

【毒性、用途】

毒性(4ぅ4'‐オキシヒ
゛
スベンセ

Sン
アミン):急性経口毒性 LD50,ラ ット725、 マウス 685(mg/kg)り

用途 :高分子化合物の原料、架橋剤り

1)DHEW/NCI,Bioassay of4,4'‐ Oxydia�line for Possible Carcinogeniciサ91)Techical

Report Series,No。 205 DHEW Pub No.Qヾ IH)80-1761(1980)[HSDB]

2)化学工業日報社、14906の化学商品 (2006)

Sl分 析 法

(1)分析法概要
水試料 200 mLにサロゲート物質を添加し、固相カートリッジ(Sep…Pak Plus C18)に

通水し、これをメタノールで溶出しLC/MS‐ SIM法で定量をする。

(2)試薬・器具
【試薬】

4,4'‐オキシビスベンゼンアミン、3ぅ4'‐オキシビスベンゼンアミン、2,2'―オキシ

ビスベンゼンアミン :シグマ。アルドリッチ社製

4,4'‐オキシビスベンゼンアミン‐h2(BiS e‐ alninophenyl)‐′12 Eher)i CDN isotOpes

社製

メタノール、超純水 :和光純薬工業い製、LC/MS用

ギ酸アンモニウム :和光純薬工業仰製

【器具】

固相カートリッジ :Sep_Pak Plus C18 Waters社製

水試料抽 出装置 :Waters社製  Sep‐Pak Concentrator CHRATEC SPC20-P

(3)分析法
【試料の採取及び保存】

環境省「化学物質環境実態調査実施の手引き (平成 17年 3月 )」 イこ従う。
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【試料の前処理及び試料液の調製】

メタノール 10 mL、 水 10 mLでコンディショニングした固相カートリッジを水試料

抽出装置にセットし、l μg/mLのサログート物質 (4,4)…オキシビスベンゼンアミン

転2)を 50い 添力日した水試料 (注 1)200 mLを 10 mL/�nで通水し抽出する。通水

終了後の固相カートリッジに水 5 mLを通して洗浄した後、シリンジで約 10 mLの空

気を送り間隙水を除去する。次いで 5 mLのメタノールで溶出し、試料液とする。

【空試験液の調製】

試料と同じ量の水を用い、【試料の前処理及び試料液の調製】の項に従つて操作し、

得られた試料液を空試験液とする。

【標準液の調製】

サロゲート物質である4,4'‐オキシビスベンゼンアミンー′1210 mgを 10 mL容メス

フラスコに正確に秤取り、メタノールに溶解させメスアップし、この溶液を 1000

μg/mLのサログート標準原液とする。この原液をメタノールで順次希釈し、l μg/mL

の溶液を作製する。

別に、4,4'ぃオキシビスベンゼンアミン、3,4'‐オキシビスベンゼンアミン、2っ2'―

オキシビスベンゼンアミン各 20 mgを別々の20 mL容メスフラスコにそれぞれ正確

に秤取り、メタノールに溶解させメスアップし、これらをそれぞれ 1000 μg/mLの標

準原液とする。各標準原液をメタノールで

'贋

次希釈し、l μg/mL混合標準原液を作製

する。

検量線用混合標準液として、混合標準原液をメタノールで順次希釈し、サログー

ト濃度が 10 ng/mLと なるように l μg/mLサログート標準液を適宜添力日して、l ng/mL

から100 ng/mLの混合標準液を作製する。

【測定】

〔LC/MS条件〕

LC条件  機種 :  Waters社製 Alliance 2695
カラム : Waters社製 Atimis T3 9■ ×15011m,5 μm)

移動相 : A:メ タノールぅB:10 mMギ酸アンモニウム

0 -→ 10 min   A:10 -→  95,  B:90 -う  5  hnear gradient

10->20 �n  AI B=95:5

20‐>30 min  A:B=10:90

流量 :  0.2 mL/min

カラム温度 :40℃

注入量 :  10 pL
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MS条件  機種 :      waters社製 QuattrO micrOAPI
イオン化法 :   ESI‐POsitive
Capillary VOltage:   3.5 kV

Cone V01tage:     25V

Sollrce Temp:    120 qc

DesolvatiOn Temp:  350℃

Cone gas aow:   50L/hr

Desolvation gas now:650L/hr

モニターイオン : 4,4'― ,3,4'‐ラ2,2'-Oxybisbcrlzen甑�ne 201ぃいけ
+

4ぅ4'‐Oxybisberlzenatllne―抗2      209(M_4+19+

〔検量線〕

検量線用標準液 10 μLを LC/MSに注入し、得 られた標準物質のピーク面積とサロ
グー ト物質のピーク面積の比から検量線を作成する。

〔定量〕

試料液 10 μLを LC/MSに注入 して、対象物質とサロゲー ト物質の面積比から試料
中の対象物質濃度を測定する。

〔濃度の算出〕

試料水中濃度 C ag/L)は次式により算出する。
C=買 °2//
買 :検量線から求めた被検物質濃度をサロゲー ト濃度で害Jっ た比

2:試料中に添力日したサログー ト物質の量 og)
(=添力日するサログー ト溶液の濃度 og/μL)× 添力日するサログー ト溶液量 (出))
/:試料水量 (L)
本分析法に従つた場合、以下の数値を使用する。

2=50 og)(=添加するサロゲー ト濃度 (l ng/μL)× 添力日するサログー ト溶液量
(50ぃ ))

/=0。 2(L)

すなわち、

C=沢 × 250 og/L)

である。
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〔装置検出下限 (IDL)〕

本分析に用いた LCノMS(Waters Alliance 2695/QuattrO �cro API)の IDLを下表に

示す (注 2)。

物質 IDL

ag/mL)

試料量

(mL)

最終液量

(mL)

IDL試料換算値

(ng/L)

494'―オキシヒ
ヾ
スヘヾンセ
や
ンアミン

3ぅ 4'‐オキシヒ
Sスベンセ
゛
ンアミン

2ぅ2'―オキシヒ
ヾ
スヘ
Sン
セ
゛
ンアミン

0.11

0.069

0.071

０

　

０

　

０

０

　

０

　

０

２

　

２

　

２

５

　

５

　

５

2,8

■7

1.8

〔測定方法の検出下限 (MDL)、 定量下限 (MQL)〕

本測定方法における検出下限及び定量下限を次に示す (注 3)。

物質 試料量

tmL)

最終液量

cmL)

検出下限値  定量下限値
og/L)    (ng/L)

4っ 4'ぃオキシヒ
゛
スヘ
゛
ンセ
Sン
アミン

3,4'‐オキシと
や
スベンセ

Sン
アミン

292'―オキシヒ
Sスヘ
゛
ンセ
や
ンアミン

０

　

０

　

０

０

　

０

　

０

２

　

２

　

２

５

　

５

　

５

3.2

5,0

4.3

8B

13

11
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注解

(注 1)水試料の PH調整は、pH 4.2～ 8.0の水試料であれば行 う必要はない。pH 4.2
より低い場合もしくは ,H8.0よ り高い場合は、10%ギ酸水もしくは 25%ア ンモニ

ア水を用いて pH調整を行 う。

(注 2)

装置検出下限 (IDL)イま、「化学物質環境実態調査実施の手引き」 (平成 17年 3月 )
に従つて、表 1の とお り算出した。測定時の代表的なクロマ トグラムを図 1に示す。

表 1装置検出下限(IDL)の算出 (Waters Alliance 2695/QuattO �CroAPI)

試料
4,4'…オキシヒ

Sス

ヘヾンセ
゛
ンアミン

3,4'―オキシヒ
゛
ス

ベンセ
ヾ
ンアミン

2っ2'ぃオキシヒ
゛
ス

ヘ
゛
ンセ
ヾ
ンアミン

試料量cmL)

最終液量(mL)

注入液濃度og/mL)

装置注入量(ぃ )

200

5

1

10

200

5

1

10

200

5

1

10

結果og/mLJ 1

2

3

4

5

6

7

0。94

0,85

0,92

0。 91

0.93

0。92

0.89

0。95

0。 95

0。92

0.92

0.92

0。96

0.95

0。95

0.92

0.91

0.94

0.95

0,96

0。94

平均値cng/mL)

標準偏差

IDL(ng/mL)

IDL試料濃度換算値(ng/L)
S/N

CV(%)

0。908

0.028

0。 11

2.8

10.5

3,1

0.940

0.018

0.069

1,7

12.2

1.9

0.937

0.018

0.071

1.8

12.4

2.0

※IDL式(n■ ,0.05)× cJn_1× 2
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１０

■

ぎ

　

　

　

　

‐

2,2'‐ Oxybisbellzenamine

12.00     14.00

SIR of2 Channeis ES+
11.01                   209

274e5

Time

4,4'‐ OXybisbenzenamine‐仇2 ~

600 8.00

図 1 IDL測定時の代表的なクロマ トグラム (l ng/mL)
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(整主3)

測定方法の検出下限 (MDL)及び定量下限 (MQL)′ま、「化学物質環境実態調査実
施の手引き」 (平成 17年 3月 )に より、次のとお り算出した。

表 2 測定方法の検出下限 (MDL)及び定量下限(MQL)の算出

物質名
4,4'ぃオキシヒ

ヾ
ス

ヘヾンセ
ヾ
ンアミン

3ぅ 4'―オキシヒ
゛
ス

ヘ ンセ
｀
ンアミン

2ラ 2う‐オキシヒ
゛
ス

ヘ`ンセ
ヾ
ンアミン

試料

試料量cmL)

標準添加量og)

試料換算濃度(ng/L)

最終液量仰 L)

注入液濃度og/mL)

装置注入量(μL)

海水

200

10

50

5

2

10

海水

200

10

50

5

2

10

海水

200

10

50

5

2

10

操作デランク平均 (ng/L)①

無添力日平均og/L)②

０

　

０

０

　

０

０

　

０

結果cng/L) 1

2

3

4

5

6

7

55

55

54

54

53

55

56

57

56

53

57

55

55

57

54

54

54

52

52

53

54

平均値 og/L)

標準偏差

MDL(ng/L)

MQLag/L)

S/N

CV(%)

54.6

0.83

3.2

8.3

19

1.5

55.9

1,3

5。0

13

24

2.3

53.2

1.1

4.3

11

23

2.1

※MDL=t(n‐ 1,0.05)×σn_1× 2

※MQL=σ._1× 10

①操作フランク平均 :試料マト)クスのみがない状態で他は同様の操作を行い測定した

値の平均値

②無添力日平均 :MDL算出用試料に標準を添力日していない状態で含まれる濃度の
平均値
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S2

【分析法】

〔フローチャート〕

分析のフローチャートを図2に示す。

【分析法の検討】

〔検量線〕

14

12

10

8

6

4

2

0

→ →
卿
→

添カロ        固相 C18      5 mL

解 説

図 2 分析フロー

y〓 1。253x+0.021
R2=0.999

0246810

濃度比 (対象物質/サコケ…゙卜物質)

図 3‐1 検量線

(4,4'‐オキシヒ
Sスベンセ
゛
ンアミン、濃度範囲 :1‐ 100 ng/mL,サ ログート物質 10 ng/mL)

（駅
尽
†
≪
息
＼
駅
尽
ぺ
荻
と
４
欅
旧
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y=1.162x+0,043
R2=0。 999

0246810

濃度比 (対象物質/サロケ―゙卜物質)

図 3‐2 検量線
(3,4'―オキシヒ

ヾ
スヘヾンセ

Sン
アミン、濃度範囲 :1‐ 100 ng/mLぅ サロゲート物質 10 ng/mL)

y=i312x+0.079
R2=0.999

0246810

濃度比 (対象物質/サロケ
S―
卜物質)

図 3‐3 検量線
(2ぅ2)…オキシヒ

゛
スベンセ
ヾ
ンアミン、濃度範囲 :1‐ 100 ng/mL,サ ロゲート物質 10 ng/mL)

〔固相カー トリッジの検討〕

25 ng/mLの 494'‐オキシビスベンゼンアミン、3,4'‐オキシビスベンゼンアミン、

及び 2,2'‐オキシビスベンゼンアミンを含む水溶液 5 mLを通水し、5 mLの水で洗浄
した後、メタノールを用いて 0‐5 mL(第 1画分)及び 5-10 mL(第 2画分)の 2画分
を分取した。図 4に 6種の固相カートリッジの各画分における回収率を示す。

6種の固相カートリッジで抽出効率を検討した結果、C18の第 1画分で 3物質とも

（駅
尽
†
≪
息
＼
触
尽
ヽ
積
と
４
狸
旧

14

12

10

8

6

4

2

0

（Ｍ
界
市
≪
息
＼
飢
尽
ヽ
積
と
４
胆
旧

14

12

10

8

6

4

2

0
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ほぼ 100%の高い回収率が得られ、

物質の捕集剤として用いることと

第 2画分では検出されなかつたことから、C18を 3

した。

（じ
幹
堅
回

100

80

60

40

20

0

0-5mL 5■ Om 0‐5mL

:に :

謝劇ミ
_1 1_:

導1吉|ざ
5‐ 10m 0‐5mL 5■ Om

■4,4'―

回3,4七

□2,21-

HLB

図 4 6種固相カー トリッジの 4,4'‐、3,4'‐、及び 2っ2'―オキシビスベンゼンアミン

における抽出効率の比較 (各溶出画分におけるn=3の平均値)

〔PHの検討(C18)〕
25 ng/mLの 4ぅ4'―、3,4'ぃ、及び 2)2'…オキシビスベンゼンアミンを含んでおり、

pHが 2.6、 3.1、 4.2、 6.3、 8,8、 及び Hの水溶液をそれぞれ調製した。この水溶液 5 mL

を Sep‐Pak Plus C18固相カー トリッジに通水し、5 mLの水で洗浄 した後、メタノール

で溶出させ 5 mLに定容し、このメタノール溶液中の 4,4'ぃ、3っ 4う ぃ、及び 2,2'‐オキ

シビスベンゼンアミンの濃度を測定した。結果を図 5に示す (C18の使用可能 pH範

囲は 2～ 8と されているが、ここでは参考として 2.6～ 11ま でを調
べた)。

結果から、PH 4.2よ り低い場合あるいは pH 8よ り高い試料に対してのみ、pH 4.2

～8.0に ,H調整を行 うこととした。

（ゞ

）
滸
答
回

100

80

60

40

20

0

pH 2.6   pH 3.l   pH 4.2   pH 6.3   pH 8.8   pH ll

図 5 pHに よる抽出効率の比較 (各溶出画分におけるm=3の平均値)
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〔標準物質のマススペク トルと SIMク ロマ トグラム〕

458

32715687,2 刀!‐  15+0′ 31199くア
メとと
ラP31,p922692299.1

100  120  140  160  180  200 240  260  280  300

3?715677写 9 11早

→193  1631 ア70

1:Scan ES+
212e7

1:Scan ES十
1.80e7

1:Scan ES+
993e7

鵠 m/z

1:Scan ES+
2,75e7

567 737899 191夕1330 16P l,770
3  2612   290

40   60   80   100  120  140  160  180 220  240  260  280  300

(b)3,4'―オキシビスベンゼンアミンのマススペク トル

雫3.1 2462

20   40   60   80   100  120  140  160 200  220  240  260  280

(c)2,2'―オキシビスベンゼンアミンのマススペクトル

10♀ 91ほ
o

328 1 568 737869
1

15Pt1631 208く夕02 1     2682   297.1
20   40   60   80   100  120  140  160  180  200  220  240  260  280  300

(d)4ぅ 4'‐オキシビスベンゼンア ミン‐抗2のマススペク トル

図 6   標準物質のマススペクトル
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11,lp ll.70

4,4'‐ Oxybisbellzenalnine

2,2'‐ Oxybisbellzenamine

3,4'‐ Oxybisberlzenalnine

＼

＼＼ヽ
闇
‐３
Ｓ 2 Channeis ES+
50        201

1191e6

4,4'‐Oxybisberlzenalnine‐ 島2  -

SIR of2 Channeis ES+
209
251e5

4.00     6.00     8.00     10.00    12.00    14.00

図 7 標準物質の SIMク ロマ トグラム

(対象物質 ;50 ng/mL)サ ロゲー ト物質 ;10 ng/mL)

〔添力日回収実験結果〕

水、河川水 (音無川)及び海水 (有明海)への標準物質添加回収実験結果を表 3‐ 1、

3‐2及び 3‐31こ示す。

表 a_1 添力日回収実験結果 (4ぅ4'‐オキシビスベンゼンアミン)

試料名 試料量  添加量 測定回数 検出濃度 回収率(CV)絶対回収率(CV)
cmL)   og) (μg/L)   (%) (%)

1101

２

　

５

水 200    無添力日

200      100

N.D.

0.51 101.9(0.9)   97.3(2.2)

挙丁サ|1刻(   200

200

無添加

100

NeD.

0,495

２

　

５ 99.8(1.2)   87.1(2.3)

海水 200    無添力日

200      100

２

　

５

N.D.

0.488 97.a(1.6)    83.1(2.9)

1294



表 3-2 添力日回収実験結果 (3,4'‐オキシビスベンゼンアミン)
試料名 試料量

cmL)

添加量  測定回数 検出濃度 回収率(CV)絶姑回収率(CV)
Og)        (μg/L)   (%)     (%)

水 200

200

無添力日

100

N.D.

0.53

２

　

５
105.8(0。 9) 99.8 (3,2)

河 )|1水  200
200

無添力日

100 101.4(1.3) 88.6(2.0)

２

　

５

N.D.

0,508

海水 200

200

無添力日

100

N.D.

0。 52

２

　

５
104,2(2.0) 90。 7(2.4)

表 3‐3 添力日回収実験結果 (2,2'―オキシビスベンゼンアミン)
試料名 試料量

cmL)

添加量  測定回数

(ng)

検出濃度 回収率(CV)絶対回収率(CV)
(μg/L)   (0/。 ) (%)

２

　

５

水 200

200

無添力日

100

N.D。

0.52 104.1(1.8) 98,9(2.7)

著丁)|1刻(   200

200

無添力日

100

N,D.

0.515

２

　

５
102,6(3.1) 89.9(2.0)

海水 200

200

無添力日

100

N.D.

0.53

２

　

５
105。 8(2.7) 92.2(1.8)

〔分解性スクリーニング試験結果〕

分解性スクリーニング試験結果を表牛1、 4‐2、 及び牛3に示す。

表牛1 分解性スクリーニング試験結果 (4,4'―オキシビスベンゼンアミン)
pH  初期濃度
og/mL)

1時間後の残存率

(%)

5日 後の残存率

暗所(%) 明所(%)

5       100

7       100

9       100

104

100

101

７

　

８

　

９

９

　

９

　

９

89
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表牛2 分解性スクリーニング試験結果 (3,4)‐オキシビスベンゼンアミン)
pH 初期濃度

og/mL)

1時間後の残存率

(%)

5日 後の残存率

暗所(%) 明所(%)

５

　

７

　

９

100

100

100

104

100

100

100

100

99

［

　

９８

表牛3 分解性スクリーニング試験結果 (2,2'‐オキシビスベンゼンアミン)
5日 後の残存率pH 初期濃度

og/mL)

1時間後の残存率

(°
/o) 暗所(%) 明所(%)

５

　

７

　

９

100

100

100

101

103

100

105

99

99

い
　

　

８

　

　

］

９

〔環境試料分析例〕

河川水 (音無川)及び海水 (有明海)からは、4っ4'―、3,4'‐、及び 292'‐オキシビ

スベンゼンアミンは検出されなかった。河川水及び海水の無添加時と100 ng添加時の

クロマトグラムを図 8及び図 9に示す。

SIR of2 Channeis ES+
201
150e5

12.00

2,2'‐Oxybisbenzenamine

3,4'‐ Oxybisbellzenamine

(100 ng添力日)

4,4'‐ Oxybisbenzemalnine

図 8

200       400

河川水 (音無川 )

加と、

6.00       8.00      10,00      12.00      14100

の 4,4'ぃ、3,4'‐、及び 2,2'‐オキシビスベンゼンアミン無添

100 ng添力日した場合のがロマ トグラム
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SIR of 2 Channeis ES+

6.00       8,00      10.00

(100 ng添珈 )

4,4'‐Oxybisbenzenanline

6.00      8

(有明海)の 4,4'‐、3,4'…、及び 2,2'
と、10o ng添力日した場合のクロマ

3,4'‐ Oxybisbenzemanline

＼
2,2'‐Oxybisbellzenamine

1200      14.00

‐オキシビスベンゼンアミン無添力日

トグラム

SIRofttΠ tts関 +
13ド6   7.清
路
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【評価】

本法により、水試料中に 10 ng/L程度で存在する4,4'…オキシビスベンゼンアミン、

3)4'ぃオキシビスベンゼンアミン、及び 2,2'…オキシビスベンゼンアミンの定量が可

能である。

【担当者氏名 。連絡先:】…      …       ,
押当 .偏甲丹界に募募T究所
住所   〒818‐0135福岡県太宰府市大宇向佐野 39
TEL      092‐ 921‐ 9943

F逐     092‐ 928‐ 1203               .

担当者  塚谷裕子、飛石和大、池浦太荘、イ
1桜
木建治

E‐mail  tsukttτ�@■hes.prefmmokajp
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4,4'‐ Oxybisbenzenanline

3,49‐ Oxybisbenzenamine

2,2'‐Oxybisbenzenanline

This  lnehod  is  sunable  for  the  dete....ination  of  4ぅ 4'―oxybisbenzenalnine夕             |

3ぅ 4'‐oxybisbellzenamine,and 2ぅ 2'‐oxybisberlzen甑�ne in wtter by hquid chromttography

wih mass specttometry(LC/MS).A water sample is passed through a precondttioned sOlid

phase e� raction cartridge(C18)at a now rate of 10 mL/min,The extract is eluted �血

mettanol.The sample solutions are detemined by LC/MS― SIM,The rnethOd detection linits

(MDL)of 4,4'― oxybisbellzenalmne,3,4'―oxybisbellzenamine,and 2,2'‐ oxybisberlzenarmne

are 3.2 ng/Lぅ 5.O ng/L,and 4.3 ng/L,respect� ely.The recovettes for ttandard aqueous

solution contairllng O.5 41iCrOg/L 4,4'‐ , 3ぅ 4'‐ぅ and 2ぅ 2'‐oxybisbenzenaEune are 101.90/0,

105.80/0,and 104.10/0,respecively.The relative standard deviations are O.90/0,0,90/0,and l.80/0ぅ

respect�ely.The recoveries of4,4'‐ぅ3,4'‐ ,and 2,2う‐oxybisberlzenalnine in surface water from

he �ver are 99.80/0, 101.40/0,and 102.60/09 respectively.The relative standard deviations Ere

l.2%, 1.30/09 and 3.10/0, respectively,The recoveries of 494'中 , 3,4'ぃぅ and
2)2'‐ oxybisbenzcnattline in sllrface water from the sea are 97,30/0, 104.20/0, and 105。 80/09

respect� ely.The relat�e standard de�ations are l.6%,2.0%ぅ and 2.7%,respect� ely,

Water 200 1ttL

Addition of

Swogate

Sold Phase

Extraction

Sep‐Pak Plus C18

LC/MS‐ SIWI

ESI‐ Positive5 mL �lehanol
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物質名 分析法フローチャー ト 備考

4,4'ぃ オキシビス

ベンゼンアミン、

3,4'‐オキシビス

ベンゼンアミン、

2,2'― オキシビス

ベンゼンアミン

サログー ト物質

添加

試料200 mL

固相 C18

ESI‐Positive

LC/MS‐ SIM

ESI‐ Pos五�e

カラム ;

Atlantis T3

(2。 l X 150 mm,

5Ⅳけ

検出下限値 (水質 ),

4,4' ‐オキンヒ
ヾ
スヘヾンセ
゛
ンア

ミン3,2 ngナし、3,4' ‐オキ

ンヒ
ヾ
スベンセ・ンアミン 5,0

nD化、2,2'‐溝シヒ
゛
スヘ
゛

ンセ・ンアミン4.3 ng刀し
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